
第三期序列転換の時代を上から見渡す感じで乗り切っていきましょう！！

 私学ならば断然  学校独自のルーブリック

１．ルーブリックとは何か

（１）　ルーブリックの定義

　・生徒や児童（学習者）の到達度を示すための基準

　・見えない学力の可視化を可能とする唯一の方法

　・次世代の教育を考える上で不可欠の要素

（２）　ルーブリックの構造

　・「領域」「テーマ」「基準」の三層で構成される

　・「領域」は建学の精神や教育目標の中で示されるやや抽象的な目標状態で示される

　・「テーマ」は各領域の構成要素（具体的に成長度を確認する視点）で示される

　・「基準」はテーマで示された構成要素の到達度で示される

（３）　ルーブリックを活用（作成）するメリット

　・ルーブリックは教育目標に対する教員間のブレ（認識差異）を小さくする

　・生徒の成長度を客観的に把握することができる

　・生徒の分布推移（変化）をチェックすることで教育活動の有効性を確認できる

　・自校（独自）の教育方針を明確に示す事ができる

　・自校に入学するメリットを具体的に伝えられるようになる

２．ルーブリック作りで失敗しない為の「三つの条件」とは何か

（１）　インターネット上ではルーブリックの失敗事例が大量に存在する

（２）　失敗しない為の「三つの条件」を意識して作成されたルーブリックは非常に少ない

（３）　三つの条件を知らずに作成したルーブリックは評価指標としてほとんど役に立たない

３．弊社が提案する「ルーブリック策定プログラム」とは

（１）　ルーブリックについての理解を促す研修会

（２）　プロジェクトチームを立ち上げる（７～１５名）

（３）　ミーティング５～８回でルーブリックを策定する

（４）　実際に学内でデータを分析して完成度を高める
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ルーブリックの事例
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